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1 

は
じ
め
に

　

地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
（
平
成
29
年
法
律
第
29
号
。
以
下　

改
正
法
」
と
い
う
。）
の
成
立
に
よ
り
臨
時
・
非
常

勤
職
員
制
度
の
大
幅
な
見
直
し
が
実
施
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
総
務
省
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
臨
時
・

非
常
勤
職
員
の
総
数
は
平
成
28
年
４
月
現
在
、
全

国
自
治
体
で
約
64
万
人
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
臨

時
・
非
常
勤
職
員
は
地
方
自
治
行
政
を
担
う
重
要

な
構
成
員
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
臨
時
・
非
常
勤
職
員
に
つ
い
て
は
、

自
治
体
に
よ
っ
て
任
用
根
拠
が
区
々
に
分
か
れ
て

い
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
そ
も
そ
も
任
用
根
拠
が

明
確
で
は
な
い
場
合
も
あ
る
。
ま
た
、
給
与
・
報

酬
に
関
し
て
は
現
行
地
方
自
治
法
上
で
も
条
例
の

根
拠
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
が
、
条
例
の
整
備
が

不
十
分
な
た
め
、
給
与
・
報
酬
支
給
に
関
し
住
民

訴
訟
が
提
起
さ
れ
る
事
態
も
生
じ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
、
臨
時
・
非
常
勤
職
員
制
度
は
、
そ
の
重

要
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
安
定
し
た
制
度
と
は
言

い
難
い
状
況
で
あ
る
。

　

今
般
の
臨
時
・
非
常
勤
職
員
制
度
の
見
直
し
は
、

こ
の
よ
う
な
状
況
を
改
善
す
る
た
め
に
必
要
不
可

欠
な
措
置
で
あ
り
、
各
自
治
体
と
し
て
は
全
力
で

取
組
む
必
要
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
臨
時
・
非
常
勤
職
員
制
度
の
見
直
し

に
当
た
っ
て
の
留
意
点
を
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

2  

臨
時
・
非
常
勤
職
員
全
体
の 

任
用
根
拠
の
明
確
化
・
適
正
化

１�　

平
成
29
年
６
月
28
日
付
け
「
地
方
公
務
員
法

及
び
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
運
用
に
つ
い
て
」（
総
務
省
自
治
行
政
局
公

務
員
部
長
通
知
。
以
下「
運
用
通
知
」と
い
う
。）

は
、
改
正
法
運
用
の
留
意
点
の
第
一
に「
臨
時
・

非
常
勤
職
員
全
体
の
任
用
根
拠
の
明
確
化
・

適
正
化
」を
挙
げ
て
い
る
。

　

�　

こ
れ
ま
で
、
臨
時
・
非
常
勤
職
員
に
は
、

①
地
方
公
務
員
法
３
条
３
項
３
号
に
よ
る
特
別

職
非
常
勤
職
員
、
②
地
方
公
務
員
法
17
条
に
よ

る
一
般
職
非
常
勤
職
員
、
③
地
方
公
務
員
法
22

条
に
よ
る
臨
時
的
任
用
職
員
と
が
あ
る
と
さ
れ

て
き
た
。

　

�　

こ
の
う
ち
、
右
②
は
、
法
の
明
文
の
根
拠
な

く
、
最
高
裁
判
例
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
き
た

も
の
で
あ
っ
て
、
ア
任
期
を
限
っ
て
の
任
用

を
必
要
と
す
る
特
段
の
事
由
が
存
す
る
こ
と
、

法令相談室から

法令相談室から

臨
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勤
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見
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し
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イ
任
期
を
限
っ
て
の
任
用
が
職
員
の
身
分
保
障

の
趣
旨
に
反
し
な
い
こ
と
と
の
二
つ
を
要
件
と

す
る
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
改
正
法
の
施

行
に
よ
っ
て
、
非
常
勤
職
員
と
し
て
会
計
年
度

任
用
職
員
の
制
度
が
新
設
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
任
期
を
限
っ
て
非
常
勤
職
員
を
任
用
す
る

必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
こ
の
会

計
年
度
任
用
職
員
の
制
度
に
よ
れ
ば
足
り
る
こ

と
に
な
り
、
法
の
明
文
規
定
も
な
く
、
地
方
公

務
員
法
17
条
に
基
づ
き
非
常
勤
職
員
を
任
用
す

る
必
要
は
原
則
的
に
な
く
な
る
こ
と
に
な
る
。

改
正
法
施
行
後
は
、
こ
れ
ま
で
の
右
②
の
非
常

勤
職
員
は
原
則
と
し
て
他
の
任
用
根
拠
に
基
づ

く
任
用
に
移
行
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

�　

右
①
に
つ
い
て
も
、
改
正
法
に
よ
り
地
方
公

務
員
法
３
条
３
項
３
号
が
改
正
さ
れ
、
特
別
職

非
常
勤
職
員
と
し
て
任
用
で
き
る
要
件
が
厳
格

化
さ
れ
る
。
従
前
、
行
政
実
例
に
よ
っ
て
地
方

公
務
員
法
３
条
３
項
３
号
に
基
づ
く
特
別
職
と

し
て
任
用
で
き
る
と
さ
れ
て
い
た
非
常
勤
の
公

民
館
長
、
公
立
学
校
の
非
常
勤
講
師
、
更
に
は

最
高
裁
判
例
に
よ
っ
て
も
地
方
公
務
員
法
３
条

３
項
３
号
に
基
づ
く
特
別
職
で
あ
る
と
判
断
さ

れ
た
学
校
司
書
な
ど
も
、
今
後
は
特
別
職
非
常

勤
職
員
と
し
て
は
任
用
で
き
な
く
な
る
。
総
務

省
の
前
記
調
査
で
は
平
成
28
年
４
月
現
在
、
特

別
職
非
常
勤
職
員
の
数
は
全
国
で
約
22
万
人
と

報
告
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
多
く
は
改
正
法
の
施

行
後
は
他
の
任
用
根
拠
に
基
づ
く
任
用
に
移
行

す
る
必
要
が
あ
る
。

　

�　

さ
ら
に
前
記
調
査
で
平
成
28
年
４
月
現
在
、

全
国
で
約
26
万
人
と
報
告
さ
れ
て
い
る
臨
時
的

任
用
職
員
に
つ
い
て
も
改
正
法
に
よ
り
任
用
で

き
る
場
合
が
限
定
さ
れ
（
改
正
後
の
地
方
公
務

員
法
22
条
の
３
）、
特
別
職
非
常
勤
職
員
と
同

様
、
そ
の
多
く
は
他
の
任
用
根
拠
に
基
づ
く
任

用
に
移
行
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

�　

要
す
る
に
、
平
成
28
年
４
月
現
在
で
、
全
国

で
約
64
万
人
と
報
告
さ
れ
て
い
る
臨
時
・
非
常

勤
職
員
の
職
の
多
く
に
つ
い
て
、
改
正
法
施
行

ま
で
に
任
用
根
拠
の
見
直
し
の
要
否
を
調
査
・

検
討
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

２�　

新
制
度
に
対
応
す
る
た
め
の
臨
時
・
非
常

勤
職
員
の
任
用
根
拠
の
見
直
し
に
お
い
て
、

移
行
の
候
補
と
な
る
の
は
、
改
正
法
に
よ
っ

て
新
設
さ
れ
る
会
計
年
度
任
用
の
職
で
あ
る
。

会
計
年
度
任
用
の
職
は
、「
一
会
計
年
度
を
超

え
な
い
範
囲
内
で
置
か
れ
る
非
常
勤
の
職
」
で

あ
り
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
も
の
と
、
フ
ル
タ

イ
ム
の
も
の
と
の
二
類
型
が
あ
り
、
こ
れ
ま

で
の
臨
時
・
非
常
勤
職
員
の
職
の
多
く
は
、

会
計
年
度
任
用
の
職
に
移
行
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

�　

し
か
し
、
会
計
年
度
任
用
の
職
は
、
あ
く
ま

で
非
常
勤
の
職
で
あ
り
、
本
格
的
業
務
に
従
事

す
る
職
で
は
な
い
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
の
臨
時
・
非
常
勤
職
員
に
は
多

種
・
多
様
な
も
の
が
あ
り
、
そ
の
な
か
に
は
従

事
す
る
業
務
が
、
実
質
的
に
常
勤
職
員
の
従
事

す
る
本
格
的
業
務
と
同
一
で
あ
る
場
合
も
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
場
合
は
、
会
計
年
度

任
用
の
職
に
移
行
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
移

法令相談室から
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行
の
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
任
期
の
定
め
の

な
い
常
勤
の
職
な
い
し
は
任
期
付
職
員
の
職

（
本
格
的
業
務
に
従
事
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い

る
）に
移
行
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

�　

既
に
こ
れ
ま
で
も
、
市
立
小
中
学
校
の
学
校

給
食
の
調
理
員
と
し
て
、
任
期
の
定
め
の
な
い

常
勤
調
理
員
と
臨
時
調
理
員
と
が
併
存
し
て
い

る
事
案
に
お
い
て
、
臨
時
調
理
員
か
ら
、
常
勤

調
理
員
と
同
一
の
業
務
を
行
っ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
賃
金
に
格
差
が
あ
る
の
は
違
法
で

あ
る
と
し
て
市
に
対
し
て
損
害
賠
償
請
求
訴
訟

が
提
起
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
（
福
岡
高
裁
那
覇

支
部
平
成
15
年
１
月
16
日
判
決
。
結
論
は
市
側

勝
訴
）。

　

�　

従
前
の
臨
時
・
非
常
勤
職
員
の
職
を
改
正
法

の
施
行
に
伴
っ
て
会
計
年
度
任
用
の
職
に
移
行

さ
せ
る
場
合
に
は
、
そ
の
職
ご
と
に
業
務
の
内

容
や
責
任
を
検
討
し
、
常
勤
職
員
が
従
事
す
る

業
務
の
内
容
や
責
任
と
の
違
い
を
説
明
で
き
る

よ
う
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

�　

運
用
通
知
で
は
、「
任
用
根
拠
の
見
直
し
に

伴
い
、
職
の
中
に
常
勤
職
員
が
行
う
べ
き
業
務

に
従
事
す
る
職
が
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
場
合
に
は
、
臨
時
・
非
常
勤
職
員
で
は

な
く
、
任
期
の
定
め
の
な
い
常
勤
職
員
や
任
期

付
職
員
の
活
用
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
臨

時
・
非
常
勤
職
員
の
従
事
し
て
い
た
業
務
が
常

勤
職
員
の
行
う
べ
き
業
務
、
す
な
わ
ち
本
格
的

業
務
で
あ
る
か
否
か
を
調
査
・
検
討
す
べ
き
こ

と
は
、
重
要
な
留
意
事
項
で
あ
る
。

３�　

任
用
根
拠
の
明
確
化
・
適
正
化
は
、
臨
時
・

非
常
勤
職
員
の
給
与
・
報
酬
の
条
例
整
備
等
の

前
提
と
も
な
る
も
の
で
あ
り
、
十
分
な
調
査
・

検
討
を
行
っ
て
、
議
会
に
お
け
る
給
与
・
報
酬

条
例
の
審
議
に
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3  

臨
時
・
非
常
勤
職
員
の 

給
与
・
報
酬
条
例
の
整
備

１�　

現
行
の
地
方
自
治
法
で
は
、
常
勤
の
職
員

及
び
非
常
勤
の
職
員
の
給
与
等
の
い
ず
れ
に

つ
い
て
も
そ
の
額
及
び
支
給
方
法
を
条
例
で

定
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
（
２
０
３
条
の
２
第
４

項
、
２
０
４
条
３
項
）、
い
か
な
る
給
与
そ
の

他
の
給
付
も
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
条
例

に
基
づ
か
ず
に
は
、
こ
れ
を
支
給
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
る
（
２
０
４
条
の

２
）。
こ
の
点
は
改
正
法
に
よ
る
改
正
後
の
地

方
自
治
法
で
も
同
様
で
あ
る
。

　

�　

と
こ
ろ
が
、
臨
時
・
非
常
勤
職
員
の
給
与
等

に
つ
い
て
の
条
例
整
備
が
十
分
で
な
い
自
治
体

が
あ
り
、
条
例
の
根
拠
な
く
臨
時
的
任
用
職
員

に
対
し
一
時
金（
期
末
手
当
）を
支
給
し
た
こ
と

の
適
否
が
住
民
訴
訟
で
争
わ
れ
た
こ
と
が
あ

る
。
同
事
案
に
係
る
最
高
裁
平
成
22
年
９
月
10

日
判
決
は
、
臨
時
的
任
用
職
員
の
給
与
に
つ
い

て
条
例
に
お
い
て
定
め
ら
れ
る
べ
き
事
項
と
し

て
「
当
該
職
員
が
従
事
す
る
職
が
当
該
普
通
地

方
公
共
団
体
の
常
設
的
な
事
務
に
係
る
も
の
で

あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
職
に
応
じ
た
給
与
の
額

等
又
は
そ
の
上
限
等
の
基
本
的
事
項
が
条
例
に

法令相談室から
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お
い
て
定
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
当
該
職
員

が
従
事
す
る
職
が
臨
時
に
生
じ
た
事
務
に
係
る

も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
少
な
く
と
も
、
そ
の

職
に
従
事
す
べ
く
任
用
さ
れ
る
職
員
の
給
与
の

額
等
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
依
拠
す
べ
き
一
般

的
基
準
等
の
基
本
的
事
項
が
可
能
な
限
り
条
例

に
お
い
て
定
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。」と
判
示

し
て
い
る
。

２�　

今
般
の
臨
時
・
非
常
勤
職
員
制
度
の
見
直
し

に
よ
り
会
計
年
度
任
用
の
職
が
新
設
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
そ
の
給
与
・
報
酬
に
関
す
る
条

例
を
新
た
に
制
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

�　

こ
の
条
例
は
前
述
し
た
最
高
裁
判
例
に
則
し

て
制
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
規
則
等
に
包

括
委
任
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
規
則
等
に
包

括
委
任
す
る
こ
と
で
は
給
与
・
報
酬
の
条
例
主

義
に
違
反
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
給
与
・
報

酬
の
支
給
は
違
法
支
出
と
な
る
。

4  

会
計
年
度
任
用
職
員
の 

採
用
等
の
準
備

１�　

前
述
し
た
と
お
り
、
改
正
法
の
施
行
に
よ
り

現
在
の
臨
時
・
非
常
勤
職
員
の
職
の
多
く
は
会

計
年
度
任
用
の
職
に
移
行
す
る
こ
と
に
な
る

が
、
そ
れ
は
現
在
の
臨
時
・
非
常
勤
職
員
を
そ

の
ま
ま
自
働
的
に
会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て

採
用
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

　

�　

会
計
年
度
任
用
職
員
の
採
用
方
法
に
つ
い

て
は
、
常
勤
職
員
と
は
異
な
り
、
競
争
試
験

を
原
則
と
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
競
争
試
験

又
は
選
考
に
よ
る
能
力
実
証
が
必
要
と
さ
れ

て
い
る
（
改
正
後
の
地
方
公
務
員
法
22
条
の
２

第
１
項
）。

　

�　

右
の
規
定
を
現
に
任
用
し
て
い
る
臨
時
・
非

常
勤
職
員
に
周
知
し
て
お
か
な
い
と
、
改
正
法

施
行
時
に
混
乱
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
こ

と
に
従
前
、
臨
時
・
非
常
勤
職
員
に
つ
い
て
、

そ
の
任
期
満
了
時
に
格
別
の
手
続
き
も
と
ら
な

い
ま
ま
、
希
望
者
に
つ
い
て
は
任
用
を
更
新
す

る
取
扱
い
を
し
て
き
た
よ
う
な
場
合
に
は
、
早

い
段
階
か
ら
右
の
周
知
を
十
分
に
行
っ
て
お
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２�　

会
計
年
度
任
用
職
員
の
採
用
も
、
常
勤
職

員
と
同
様
、
条
件
付
で
な
さ
れ
る
が
、
そ
の

条
件
付
採
用
期
間
は
わ
ず
か
一
月
で
あ
る
（
改

正
後
の
地
方
公
務
員
法
22
条
の
２
第
７
項
）。

　

�　

任
命
権
者
は
ご
く
短
期
間
の
う
ち
に
採
用
し

た
会
計
年
度
任
用
職
員
の
職
務
遂
行
能
力
を
判

断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
の

た
め
の
手
続
・
方
法
等
を
早
期
に
検
討
し
て
お

く
必
要
が
あ
る
。

３�　

右
２
に
述
べ
た
こ
と
と
も
関
連
す
る
が
、

会
計
年
度
任
用
職
員
も
人
事
評
価
の
対
象
と

な
る
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
手
続
・
方
法

等
も
早
期
に
検
討
し
て
お
く
べ
き
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
条
件
付
採
用
に
係
る
職
務
遂

行
能
力
の
判
断
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
だ
け

で
な
く
、
任
期
満
了
後
の
再
度
の
任
用
の
判

断
の
た
め
に
も
必
要
で
あ
る
。

　

�　

会
計
年
度
任
用
職
員
は
、
任
期
満
了
に
よ

り
、
当
然
に
退
職
と
な
る
が
、
任
命
権
者
と
し

て
は
、
当
該
職
員
に
つ
き
任
期
満
了
後
、
再
度

の
任
用
を
行
う
こ
と
も
制
度
的
に
は
可
能
で
あ

る
。
任
命
権
者
は
会
計
年
度
任
用
職
員
の
任
期

満
了
の
際
、
当
該
職
員
を
退
職
と
す
る
か
、
あ

る
い
は
再
度
の
任
用
を
す
る
か
の
判
断
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
任
命
権
者
の
判
断
に

は
平
等
原
則
の
適
用
が
あ
り
、
合
理
的
理
由
も

な
く
、
特
定
の
会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い

て
、
再
度
の
任
用
を
せ
ず
、
退
職
と
す
れ
ば
、

平
等
原
則
違
反
と
し
て
自
治
体
は
賠
償
責
任
を

問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
右
の
任
命
権
者
の
判

断
を
適
正
に
行
い
、
平
等
原
則
違
反
を
問
わ
れ

る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
、
任
用
期
間

中
の
人
事
評
価
を
厳
正
に
行
い
、
再
度
の
任
用

を
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
理
由
を
説
明
で

き
る
よ
う
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
あ
る
。

法令相談室から


